
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
か

ら
発
見
さ
れ
た
、
栽
培
の
可
能
性
の
あ
る
ダ

イ
ズ
の
土
器
圧
痕
や
、
栽
培
管
理
が
必
要

な
漆
を
使
っ
た
大
量
の
漆
塗
土
器
が
、
縄

文
人
の
栽
培
の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

教
科
書
の
記
述
ま
で
変
え
た
デ
ー
ノ
タ

メ
遺
跡
の
国
史
跡
化
は
、
北
本
市
の
大
き

な
財
産
で
あ
り
、
誇
り
で
す
。

土
地
所
有
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
な
く
し
て
は
国
指
定
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
し
、
市
に
は
ぜ
ひ
、
史
跡
や
学
習
の

場
の
整
備
を
願
い
た
い
で
す
。

①デーノタメ遺跡の未来をイ
メージして作られた模型（坂本
憲二さん作成）。②空から見た
デーノタメ遺跡。③台地上の住
居跡群。④浅鉢形の土器。⑤
赤い漆を塗った土器。⑥春の
デーノタメ遺跡。⑦注目を浴び
た低地の調査。⑧出土したナラ
ガシワ（どんぐり）。

①

長
い
こ
と
見
守
っ
て
き
た
遺
跡
が
、
つ

い
に
指
定
さ
れ
る
と
思
う
と
感
慨
深
い
で

す
。
最
初
の
調
査
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

の
う
ち
、
私
と
も
う
一
人
が
今
も
作
業
員

と
し
て
調
査
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
第
１

次
発
掘
調
査
が
２
０
０
１
年
で
す
か
ら
、

も
う
23
年
も
前
に
な
り
ま
す
ね
。

私
は
特
別
「
歴
史
好
き
」
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
土
器

を
土
の
中
か
ら
掘
り
出
し
た
と
き
は
、
す

ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
た
し
、感
動
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
堀
っ
た
遺
跡
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
く
て
、
作
業
員
の
皆
で
デ
ー
ノ

タ
メ
の
展
示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
見
に
行

き
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
が
各
地
の

史
跡
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
、
皆
さ
ん
が
楽
し

め
る
場
所
に
な
る
の
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

祝
！

教
科
書
の
記
述
を

変
え
た
遺
跡
が
国
指
定
に

皆
が
楽
し
め
る

場
所
に
な
る
の
が
楽
し
み

発
掘
作
業
員

松
木
仁
見
さ
ん

文
化
財
保
護
審
議
員

松
本
富
雄
さ
ん

③

⑤

⑦

④

⑧

②

か
つ
て
、
小
学
校
の
教
科
書
で
縄
文
時

代
は
「
狩
猟
・
採
集
」
の
時
代
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
の
教
科
書
に
は
「
狩
猟
・

採
集
・
栽
培
」
と
『
栽
培
』
の
２
文
字
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
記
載
の
根
拠
に
な
っ

た
遺
跡
の
調
査
成
果
と
し
て
、青
森
県
「
三

内
丸
山
遺
跡
」
や
「
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
」

デー

“ 北 本 縄 文 人 ” の 活 動 を 追 う

：今年の夏は “ 縄文 ” がアツい

　僕たち「デーノタメ縄文の杜プロジェクト」は、かつてこの遺跡で縄文人が暮らして
いた森の復元をめざしつつ、土器づくりや食、衣服など、縄文の生活を疑似体験するワー
クショップを行っています。現代は様々な情報が簡単に手に入りますが、プロジェクト
では情報にとらわれすぎず、「楽しみながら実際にやってみる！」ことを大
事に、五感で縄文を体験することを目指しています。もちろん、お子さ
んも参加できますので E denotamejyomon@gmail.comまで、お気軽
にご連絡ください。COME ON 北本縄文人！

こ
れ
ま
で
史
跡
化
を
応
援

し
て
き
た
皆
さ
ん
の
声

夏休みの北本縄文イベントをチェック !!
NEXT

市民活動グループ「デーノタメ縄文の杜
もり

プロジェクト」：早野圭一さん

特集２

⑥

第1次発掘調査時の集合写真

デ ー ノ タ メ 遺 跡 の こ れ か ら
・文部科学大臣への意見具申
・国の文化審議会の答申
・国指定史跡の告示（＝国指定）
・史跡指定範囲の測量
・「デーノタメ遺跡保存活用計画」の策定
・公有地化の開始
・史跡公園等の整備

国の文化審議会
が文科相へ答申
６月 24日、国の文化審議会はデーノタメ遺跡を国
指定史跡に指定するよう文部科学大臣に意見を述べ
ました（＝答申）。今秋の告示で正式に国指定となる
見込みです。

広報きたもと「号外」を配布！
　文化審議会の答申を受けたことをいち早くお知らせする
ため、「号外」を作成し、6 月 25 日の朝に北本駅前で配布

を行いました。当日お受け取りいただいた皆さ
ん、ありがとうございました！

★ 配布した号外の内容は、市ホームページ
からご覧いただけます。

詳細はコチラ▶

北
本
に
１
０
２
年
ぶ
り

新
た
な
国
の
宝
誕
生
へ

国
の
文
化
審
議
会
は
、
６
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
デ
ー

ノ
タ
メ
遺
跡
を
国
指
定
史
跡
に
指
定
す
る

よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
秋
頃
予
定
の
文

部
科
学
省
に
よ
る
官
報
告
示
を
も
っ
て
、

正
式
に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
指
定
史
跡
と
は
、
文
化
財
保
護
法
に

基
づ
く
指
定
を
受
け
た
遺
跡
を
指
し
、「
我

が
国
の
歴
史
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠

く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
そ
の
遺
跡
の

規
模
、
遺
構
、
出
土
遺
物
等
に
お
い
て
、

学
術
上
価
値
の
あ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
答
申
に
よ
り
、
デ
ー
ノ
タ

メ
遺
跡
に
は
そ
の
価
値
が
あ
る
こ
と
が
正

式
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
が
国
指
定
と
な
る

と
、
埼
玉
県
で
26
件
目
の
史
跡
と
な
り
ま

す
。
北
本
市
に
お
い
て
は
初
の
史
跡
指
定

と
な
り
、
文
化
財
全
体
で
も
大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）
に
「
石
戸
蒲
ザ
ク
ラ
」

が
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、

実
に
１
０
２
年
振
り
の
こ
と
で
す
。

縄
文
人
の
く
ら
し
が

良
く
わ
か
る
遺
跡
と
評
価

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期

か
ら
後
期
の
１
２
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
営
ま
れ
た
大
規
模
集
落
跡
で
す
。

中
期
の
ム
ラ
は
環
状
集
落
と
呼
ば
れ
、

長
径
２
１
０
ｍ
、
短
径
１
６
０
ｍ
と
大
規

模
で
、「
関
東
最
大
級
」
の
大
き
さ
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
最
大
の
特
徴
は
台

地
の
下
に
水
場
を
伴
う
こ
と
で
、
通
常
で

は
腐
っ
て
し
ま
う
植
物
の
種
や
実
、
昆
虫

の
羽
、
漆
塗
土
器
な
ど
が
大
量
に
出
土
し

ま
し
た
。

当
時
の
人
々
の
生
活
や
植
物
の
利
用
の

実
態
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
環
境
変
化
と
、
そ
れ
に
適
応

し
た
人
々
の
く
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
な
遺
跡
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

ノタメ遺跡が国指定史跡へ

文化財保護課（☎ 594-5566）問

今ここ

⑤広報きたもとNo.1038


